
　

田
中
寛
一
博
士
と
、
白
梅
学
園
の
母
体
で
あ
る
財
団
法
人
社
会
教

育
協
会
と
の
関
わ
り
は
昭
和
十
一
年
頃
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
頃
か
ら

社
会
教
育
協
会
が
発
行
す
る「
社
会
教
育
新
報
」の
教
育
時
論
欄
へ
、

「
入
学
難
と
試
験
準
備
」、「
学
校
教
育
と
職
業
指
導
」な
ど
、
そ
の
分

野
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
東
京
文
理
科
大
学
教
授
で
あ
っ
た
田
中
の

論
文
が
載
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
の
昭
和
十
七
年
、
社
会
教
育
協
会
が
東
京
家
庭
学
園
を
開

設
し
た
と
き
に
は
、「
家
庭
教
育
」の
講
義
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
る
。

一
方
、
東
京
家
庭
学
園
の
創
設
と
同
時
に
発
足
し
た
附
属
教
育
研
究

所
で
は
、
東
京
文
理
科
大
学
の
名
誉
教
授
で
あ
っ
た
乙
竹
岩
造
博
士

を
所
長
に
、
助
教
授
石
山
脩
平
、
助
手
の
富
田
竹
三
郎
、
副
手
の
神

力
甚
一
郎
、
乙
竹
の
門
下
生
溝
上
泰
子
な
ど
、
文
理
大
の
教
育
学
者

等
が
、
学
校
教
育
、
家
庭
教
育
、
社
会
教
育
に
関
す
る
研
究
を
始
め

た
。
ま
た
、
家
庭
学
園
の
主
事
で
あ
り
研
究
所
の
所
員
で
も
あ
っ
た

小
松
愛
子（
後
の
白
梅
学
園
短
大
学
長
樋
口
愛
子
）は
、
東
北
帝
大

を
卒
業
後
、
文
理
大
の
助
手
と
な
り
、
昭
和
十
六
年
頃
か
ら
は
田
中

が
文
理
大
に
開
設
し
た
教
育
相
談
部
の
所
員
も
務
め
て
い
た
。

　

昭
和
二
十
一
年
、
焼
土
の
中
に
東
京
家
庭
学
園
が
再
建
さ
れ
た
と

白
梅
学
園
の
先
駆
者
た
ち
⑮

白
梅
学
園
短
期
大
学
心
理
学
科
教
授　

金
子
尚
弘

田
中
寛
一

　

―

日
本
民
族
の
力
を
信
じ
た
心
理
学
者―
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き
、
田
中
は
学
監
と
し
て
教
育
運
営
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
同

時
に
、「
社
会
心
理
」、「
児
童
心
理
」の
講
義
を
担
当
し
た
。
教
育
研

究
所
に
お
い
て
は
、
田
中
が
中
心
と
な
っ
て
牛
島
義
友（
東
京
女
子

師
範
学
校
教
授
）研
究
所
員
と
と
も
に「
児
童
の
困
っ
た
遊
び
に
就
い

て
の
研
究
」「
教
育
的
玩
具
の
研
究
」や
、
自
作
玩
具
の
製
造
指
導
を

続
け
、
教
育
玩
具
講
演
会
や
自
作
玩
具
指
導
協
議
会
を
開
催
し
た
。

　

昭
和
三
十
二
年
、
白
梅
学
園
短
期
大
学
保
育
科
が
、
新
た
に
学
校

法
人
の
短
期
大
学
と
し
て
開
設
さ
れ
た
と
き
に
は
、
学
園
理
事
を
務

め
る
と
と
も
に
学
監
と
な
り
、
保
育
科
の
専
任
教
員
と
し
て「
教
育

心
理
」を
担
当
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
三
十
六
年
心
理
技
術
科（
現
在
は
心
理
学
科
）の
開

設
時
に
は
、「
心
理
学
概
説
」と「
教
育
心
理
」の
授
業
を
受
け
持
っ
た
。

心
理
学
の
専
任
の
教
授
陣
に
は
、
東
北
帝
国
大
学
で
心
理
学
を
大
脇

義
一
ら
に
学
ん
だ
樋
口
愛
子
、
ク
ラ
ー
ク
大
学
で
博
士
号
を
得
た
大

脇
園
子（
義
一
の
娘
）、
早
稲
田
の
大
学
院
を
出
た
ば
か
り
の
平
井
久

（
後
上
智
大
学
教
授
）な
ど
が
い
た
。
教
育
課
程
は
、
建
学
の
精
神
で

あ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
、
家
庭
学
園
の
生
活
の
科
学
化
、
社
会
化
、

芸
術
化
を
実
現
す
べ
く
心
理
学
の
基
礎
と
応
用
を
含
む
も
の
で
あ
っ

た
。
日
本
職
業
指
導
協
会
理
事
長
で
も
あ
っ
た
田
中
の
肝
い
り
で
、

「
職
業
指
導
」の
教
員
免
許
も
取
得
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
心
理
学
科

の
教
材
準
備
室
に
は
、
今
も
田
中
が
揃
え
た
職
業
適
性
検
査
器
具
や

身
体
測
定
器
具
が
あ
る
。
機
材
を
使
っ
た
授
業
の
あ
る
と
き
に
は
、

心
理
測
定
器
械
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
竹
井
機
器
の
担
当
者
が
常
駐
し

た
と
い
う
。
短
期
大
学
で
は
あ
っ
た
が
四
年
制
大
学
に
負
け
な
い
教

員
と
教
材
を
揃
え
て
、
応
用
心
理
学
を
教
授
し
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
翌
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
十
二
日
、
心
理
技
術
科
の
最
初
の
卒
業

生
を
送
る
こ
と
な
く
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。享
年
八
十
歳
で
あ
っ
た
。

　

田
中
寛
一
は
、
明
治
十
五
年（
一
八
八
二
）一
月
二
十
日
、
岡
山
県

赤
坂
郡
東
窪
田
村（
現
赤
磐
市
）に
、
尾
崎
若
松
、
小
登
の
五
番
目
の

子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
三
人
の
兄
、
姉
と
妹
に
囲
ま
れ
、
三
人
の
兄

た
ち
か
ら
勉
強
や
将
棋
、
遊
び
を
教
わ
り
な
が
ら
大
柄
で
活
発
な
四

男
坊
と
し
て
何
不
自
由
な
く
育
っ
た
。
当
時
の
村
の
生
活
は
平
和
で

は
あ
っ
た
が
、
住
職
の
説
教
以
外
、
文
化
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
も

な
く
活
気
が
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

石
相
尋
常
小
学
校（
現
赤
磐
市
立
石
相
小
学
校
）一
年
生
の
時
、
聡

明
な
寛
一
は
い
つ
も
の
よ
う
に
皆
よ
り
早
く
計
算
問
題
を
終
わ
ら
せ

て
待
っ
て
い
た
が
、
後
ろ
の
友
だ
ち
に
答
え
を
教
え
て
く
れ
と
せ
が

ま
れ
て
教
え
て
い
た
と
こ
ろ
を
先
生
に
頭
を
叩
か
れ
、
す
っ
か
り
学

校
が
嫌
に
な
っ
て
し
ま
う
。両
親
は
ほ
と
ん
ど
し
か
る
こ
と
は
な
く
、

ま
し
て
や
な
ぐ
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
っ
か

り
学
校
嫌
い
に
な
っ
た
寛
一
は
、
翌
日
か
ら
二
，
三
日
、
こ
ど
も
た

ち
の
遊
び
場
だ
っ
た
砂
川
や
小
溝
で
フ
ナ
や
ド
ジ
ョ
ウ
を
と
っ
て
一

日
を
過
ご
し
、皆
の
帰
宅
時
間
に
合
わ
せ
て
帰
る
よ
う
に
し
て
い
た
。
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し
か
し
す
ぐ
に
両
親
が
気
づ
き
、
先
生
に
謝
り
な
さ
い
と
優
し
く
諭

さ
れ
、
八
歳
上
の
姉
に
付
き
添
わ
れ
た
あ
や
ま
り
に
行
っ
た
。
そ
の

後
は
先
生
も
優
し
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
学
校
に
い
や
い
や
通
っ

て
い
た
。
二
年
生
に
な
り
山
本
と
い
う
先
生
が
担
任
と
な
り
、
あ
る

日
、山
本
先
生
は
寛
一
を
砂
川
の
河
原
に
連
れ
だ
し
優
し
く
諭
し
た
。

そ
れ
か
ら
寛
一
は
本
気
で
勉
強
す
る
よ
う
に
な
り
、
優
等
賞
や
皆
勤

賞
を
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
近
隣
五
郡
の
優
良
児
に
も
選

ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
村
の
裁
縫
所
の
先
生
や
生
徒
が
合
作
で
作
っ

た
当
時
珍
し
か
っ
た
洋
服
を
、
村
一
番
の
よ
い
子
に
着
せ
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
寛
一
が
選
ば
れ
た
と
、
裁
縫
所
の
生
徒
で
あ
っ
た
姉

か
ら
聞
か
さ
れ
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
と
い
う
。
両
親

は
褒
美
に
洋
服
に
合
わ
せ
て
靴
を
買
い
揃
え
た
。

　

高
等
赤
坂
小
学
校
に
進
ん
だ
寛
一
は
、
さ
ら
に
聡
明
さ
を
発
揮
す

る
よ
う
に
な
る
。「
数
学
三
千
題
」を
、
兄
の
助
け
を
借
り
て
一
年
間

で
全
部
解
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
語
読
本
は
ほ
と
ん
ど
暗
記
し
て

し
ま
う
く
ら
い
勉
強
し
た
と
い
う
。こ
こ
で
も
良
い
先
生
に
恵
ま
れ
、

課
外
で
も
い
ろ
い
ろ
な
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
勉
強

ば
か
り
で
は
な
く
家
畜
の
世
話
や
草
刈
り
、
庭
の
掃
除
な
ど
に
も
精

を
出
し
、
労
働
の
爽
快
さ
を
身
に
つ
け
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

高
等
小
学
校
を
卒
業
し
た
当
時
は
、
日
清
戦
争
の
勝
利
に
沸
き
立

ち
、
身
体
の
丈
夫
な
子
は
当
然
の
よ
う
に
軍
人
に
と
い
う
時
代
で
あ

っ
た
。
兵
学
校
に
入
る
た
め
中
学
校
の
試
験
準
備
を
始
め
た
が
、
こ

れ
を
知
っ
た
両
親
か
ら
、
村
の
誰
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
て
い
る
尋
常
小

学
校
校
長
の
川
渕
先
生
の
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
と
懇
願
さ
れ
、
師

範
学
校
に
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
だ
年
齢
が
た
ら
な
い
の
で
准
教

員
養
成
講
習
会
に
入
っ
て
入
学
準
備
を
し
た
と
い
う
。
師
範
学
校
卒

の
教
員
が
不
足
し
て
い
る
時
代
と
は
い
え
優
秀
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
、
明
治
三
一
年
か
ら
二
年
間
、
高
陽
尋
常
小
学
校
の
准
訓
導
を
務

め
た
。
岡
山
県
師
範
学
校
に
進
ん
だ
の
は
一
八
歳
の
時
で
あ
る
。
師

範
学
校
を
卒
業
し
た
明
治
三
六
年（
一
九
〇
三
）、
東
京
高
等
師
範
学

校
本
科
英
語
部
に
進
み
、
こ
こ
で
研
究
の
師
と
し
て
生
涯
そ
の
恩
に

感
謝
し
続
け
る
こ
と
と
な
る
松
本
亦
太
郎
に
出
会
う
。

　

松
本
は
、
ア
メ
リ
カ
で
学
位
を
取
り
東
京
帝
国
大
学
で「
精
神
物

理
学
」を
教
授
し
て
い
た
元
良
勇
次
郎
に
師
事
し
た
後
、
エ
ー
ル
大

学
に
留
学
し
、
更
に
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
大
学
で
、
世
界
初
の
心
理
学
実

験
室
を
創
設
し
た
ヴ
ン
ト
の
も
と
で
学
ん
だ
。
明
治
三
三
年
の
学
則

改
定
で
高
等
師
範
学
校
本
科
の
共
通
科
目
と
し
て「
心
理
学
」が
開
設

さ
れ
る
と
と
も
に
着
任
し
た
の
で
あ
る
。
心
理
学
実
験
室
開
設
の
準

備
も
行
っ
て
い
た
。

　

明
治
四
十
年
、二
五
歳
で
東
京
高
師
を
卒
業
し
山
梨
県
師
範
学
校
、

岡
山
女
子
師
範
学
校
で
の
教
諭
生
活
を
三
年
半
送
っ
た
。

　

東
京
高
師
卒
業
を
待
っ
て
、
明
治
四
十
一
年
、
現
在
の
岡
山
市
西

大
寺
で
、
電
灯
事
業（
中
国
配
電
）や
軽
便
鉄
道（
西
大
寺
軌
道
）、
そ

の
他
印
刷
廳
や
鐘
紡
の
工
場
を
受
託
す
る
な
ど
大
き
な
事
業
を
営
ん
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で
い
た
田
中
森
太
郎
に
請
わ
れ
、
森
太
郎
の
孫
、
初
音
と
結
婚
、
田

中
家
の
婿
養
子
と
な
っ
た
。
寛
一
の
才
能
に
惚
れ
込
ん
だ
森
太
郎
は

人
を
立
て
て
、
何
回
も
懇
請
し
た
と
い
う
。
初
音
も
西
大
寺
小
町
と

し
て
知
ら
れ
る
ほ
ど
才
色
兼
備
の
女
性
で
あ
っ
た
。

　

明
治
四
〇
年
、
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学
科
に
日
本
初
の
心

理
学
講
座
が
開
設
さ
れ
松
本
が
教
授
に
就
任
し
た
。
日
本
に
お
け
る

近
代
心
理
学
の
幕
開
け
と
な
る
心
理
学
実
験
室
の
開
設
準
備
も
始
め

ら
れ
た
。
岡
山
師
範
学
校
か
ら
東
京
高
師
ま
で
同
期
生
で
あ
っ
た
楢

崎
淺
太
郎
や
一
期
あ
と
の
寺
澤
巌
雄（
二
人
と
も
後
東
京
文
理
大
教

授
）ら
が
松
本
を
追
っ
て
入
学
す
る
。
田
中
は
山
梨
、
岡
山
の
中
等

教
育
界
の
経
験
を
経
て
明
治
四
十
三
年
に
入
学
し
、
松
本
の
指
導
の

下
、
工
場
労
務
員
の
能
率
実
験
な
ど
精
神
測
定
の
手
法
を
駆
使
し
た

実
験
を
精
力
的
に
行
い
優
秀
な
卒
業
論
文
を
完
成
し
た
。
さ
ら
に
大

正
二
年
九
月
元
良
の
後
を
受
け
て
帝
国
大
学
に
移
っ
た
松
本
に
つ
い

て
東
京
帝
国
大
学
大
学
院
に
進
ん
だ
。

　

こ
の
頃
、
京
都
帝
国
大
学
、
東
京
帝
国
大
学
で
元
良
、
松
本
に
学

ん
だ
多
く
の
心
理
学
徒
が
、
そ
の
後
の
日
本
の
心
理
学
の
発
展
を
担

う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
田
中
は
日
本
で
育
つ
心
理
学
者
の
第
一

世
代
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

田
中
は
大
学
院
で
精
神
的
作
動
に
関
す
る
実
験
を
行
い
、「
心
的

作
動
に
関
す
る
実
験
的
研
究
」を
纏
め
、
大
正
七
年
に
大
学
院
を
修

了
し
た
。
こ
の
学
位
論
文
に
よ
っ
て
大
正
八
年（
一
九
一
九
）文
学
博

士
の
学
位
を
得
る
。
三
七
歳
、
当
時
と
し
て
は
異
例
の
早
さ
で
あ
っ

た
。
大
正
十
年
、
大
学
院
時
代
の
実
験
研
究
を
更
に
進
め
て「
人
間

工
学
」を
著
す
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
は
松
本
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
が
、

日
本
の
人
間
工
学
研
究
の
緒
を
開
い
た
の
で
あ
る
。

　

大
正
期
は
、
心
理
学
が
人
間
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
注
目
を
集

め
て
い
た
。
特
に
大
正
五
、六
年
以
降
は
、
産
業
界
、
教
育
界
の
諸

問
題
、
更
に
そ
の
二
つ
の
世
界
を
結
ぶ
職
業
適
性
の
よ
う
な
切
実
な

要
望
が
松
本
の
元
に
寄
せ
ら
れ
た
。
心
理
学
の
応
用
、
特
に
精
神
的

作
動
を
中
心
と
し
た
実
験
心
理
学
の
実
世
間
へ
の
応
用
に
興
味
の
あ

っ
た
松
本
は
積
極
的
に
顧
問
を
引
き
受
け
た
。
当
然
大
学
院
で
学
ぶ

田
中
の
研
究
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
た
。
鐘
淵
紡
績
で
工
場

の
人
員
配
置
の
研
究
中
に
は
、
当
時
の
社
長
か
ら
採
用
の
誘
い
が
あ

り
迷
っ
た
と
い
う
。
そ
の
頃
西
大
寺
の
田
中
家
の
事
業
は
傾
い
て
お

り
、
三
人
の
子
ど
も
も
お
り
経
済
的
に
は
決
し
て
豊
か
で
は
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
田
中
夫
人
が
学
問
の
道
を
続
け
る
こ
と
を

勧
め
、
結
局
実
験
研
究
に
熱
中
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
頃
の
研
究

成
果
が
学
位
論
文
や「
人
間
工
学
」に
も
反
映
し
て
い
る
。

　

明
治
の
終
わ
り
か
ら
大
正
の
初
め
に
か
け
て
の
第
一
次
世
界
大
戦

も
、
応
用
心
理
学
的
研
究
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
大
正
五
年
か

ら
田
中
は
水
雷
学
校
の
実
験
心
理
学
的
研
究
を
委
嘱
さ
れ
る
。
そ
の

後
海
軍
部
内
に
実
験
心
理
学
応
用
調
査
会
が
組
織
さ
れ
、
松
本
と
田

中
が
顧
問
と
な
っ
て
調
査
を
始
め
た
。
そ
の
成
果
を
も
と
に
、
田
中
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と
増
田
惟
茂（
当
時
東
京
帝
大
助
手
、
後
助
教
授
）が
嘱
託
と
な
り
、

田
中
は
電
信
符
号
送
受
に
関
わ
る
実
験
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
大
正
八
年
、
当
時
の
東
大
総
長
山
川
健
次
郎
が
所
長
を
兼
ね

て
い
た
東
大
附
属
航
空
研
究
所
内
に
航
空
心
理
部
が
設
置
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
松
本
と
田
中
お
よ
び
寺
澤
が
嘱
託
と
な
っ
て
パ
イ
ロ
ッ

ト
の
適
性
研
究
な
ど
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
世
界
大
戦

中
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
低
圧
や
酸
素
不
足
の
た
め
意
識
に
異
常
を
来
す

こ
と
が
分
か
り
、そ
の
研
究
が
先
進
諸
国
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。

　

大
学
院
在
学
中
か
ら
、
東
京
高
師
で
実
験
心
理
学
等
の
講
師
を
務

め
て
い
た
が
学
位
取
得
後
教
授
と
な
り
、
大
正
十
年（
一
九
二
一
）か

ら
二
年
間
、
留
学
の
た
め
欧
米
諸
国
を
廻
っ
た
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
病
理
学
教
室
の
肺
機
能
研
究
用
低
圧
実
験
装
置
を
借
り
、
飛

行
経
験
の
あ
る
英
米
人
を
含
む
五
，
六
人
の
被
験
者
を
用
い
て
低
圧

低
酸
素
で
の
心
身
作
業
能
率（
カ
ー
ド
分
類
、
数
字
の
連
続
加
算
、

文
字
の
記
憶
、
握
力
、
書
字
の
質
、
反
応
時
間
）を
測
定
し
た
。
危

険
な
実
験
で
あ
っ
た
が
本
人
も
被
験
者
に
な
り
三
ヶ
月
間
実
験
を
続

け
た
。
あ
る
時
、
助
手
が
操
作
を
誤
り
気
絶
し
て
し
ま
う
。
こ
の
時

左
耳
の
聴
力
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
実
験
成
果
は
航
空
研
究
所

に
英
文
で
提
出
さ
れ
、
そ
の
貴
重
な
デ
ー
タ
は
世
界
中
の
低
圧
研
究

者
に
広
く
用
い
ら
れ
た
。

　

大
正
十
五
年
に
は「
日
本
民
族
の
将
来
」「
教
育
的
測
定
学
」の
二

著
を
出
版
し
た
。「
教
育
測
定
学
」に
お
い
て
は
、
測
定
お
よ
び
統
計

の
基
本
と
と
も
に
、
学
業
成
績
、
読
方
、
書
字
、
図
画
、
品
質
、
身

体
検
査
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ス
ト
お
よ
び
検
査
法
を
紹
介
し
て
い

る
。こ
の
時
期
か
ら
実
験
室
で
培
っ
た
科
学
的
技
法
を
道
具
と
し
て
、

教
育
測
定
の
分
野
に
進
む
こ
と
と
な
る
。

　
「
日
本
民
族
の
将
来
」で
は
諸
言
に
お
い
て
、
第
一
次
世
界
大
戦

後
、
世
界
に
広
が
る
自
国
中
心
の
考
え
方
の
根
の
深
さ
と
強
さ
を
危

惧
し
、
戦
火
を
未
然
に
防
ぐ
各
国
の
協
調
を
目
標
と
す
る
国
際
連
盟

の
成
立
を
歓
迎
し
な
が
ら
も
、
平
和
を
望
む
識
者
の
声
は
民
衆
を
動

か
す
力
が
弱
い
こ
と
を
憂
い
て
い
る
。
田
中
は
日
本
民
族
が
世
界
文

化
の
向
上
に
貢
献
で
き
る
の
か
を
問
い
、
そ
の
素
質
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
人
に
自
信
を
与
え
、
世
界
文
化
の
向
上
を

担
う
責
任
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
中
で
引
用
し
た「
日
本
児
童

と
支
那
児
童
の
智
能
」の
中
で
、
ト
ロ
ン
ト
大
学
の
研
究
者
が
、
調

査
し
た
ブ
リ
チ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
日
本
児
童
の
智
能
が
最
も
高

い
の
は
、
優
秀
な
グ
ル
ー
プ
の
み
が
移
民
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と

結
論
づ
け
て
い
る
こ
と
に
納
得
で
き
な
か
っ
た
。
欧
米
を
中
心
に
蔓

延
し
て
い
た
自
民
族
の
優
生
学
的
な
優
越
思
想
を
否
定
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
後
の
大
き
な
業
績
と
な
る
智
能
研
究
を
開
始
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

芸
術
に
興
味
の
あ
っ
た
師
の
松
本
は
京
都
帝
大
教
授
時
代
、
京
都

市
立
の
美
術
工
芸
学
校
お
よ
び
絵
画
専
門
学
校（
現
京
都
市
立
芸
術

大
学
）の
校
長
を
五
年
間
務
め
た
こ
と
も
あ
り
、
昭
和
に
な
っ
て
東
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京
帝
大
を
退
官
し
た
後
、
実
験
心
理
学
的
研
究
よ
り
も
、
美
学
の
心

理
学
的
な
研
究
へ
と
移
っ
て
ゆ
く
。
し
か
し
田
中
は
、
ヴ
ン
ト
、
元

良
、
松
本
と
伝
わ
る
実
験
心
理
学
、
民
族
心
理
学
の
道
を
歩
み
続
け

る
。
精
神
測
定
を
駆
使
し
て
心
理
学
の
実
際
生
活
へ
の
適
用
の
道
を

貫
く
。
民
族
の
研
究
、
個
性
の
研
究
を
、
欧
米
の
学
説
に
追
従
す
る

こ
と
な
く
独
自
の
道
を
切
り
開
き
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

昭
和
三
年
に
出
版
し
た「
教
育
的
統
計
法
」の
緒
言
に
、
こ
の
書
が

理
論
研
究
で
は
な
く
実
際
教
育
へ
の
適
用
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と

を
協
調
し
、
更
に
昭
和
十
一
年
に
出
版
し
た
新
訂
第
五
版
で
は
、
新

た
に
序
を
加
え
、「
日
本
民
族
の
将
来
」「
教
育
的
測
定
学
」の
二
著

の
関
係
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
前
者
に
よ
っ
て
教
育
の
根

源
た
る
国
民
の
著
眼
点
を
正
し
く
且
つ
高
ら
し
め
、
後
者
に
よ
っ
て

実
際
教
育
の
基
礎
と
な
る
教
育
的
事
実
を
精
密
に
且
つ
正
確
に
把
握

す
る
方
法
を
会
得
せ
し
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
」。
田
中
に
と
っ

て
、
こ
の
二
著
は
、
目
的
と
方
法
の
関
係
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

昭
和
二
年
に
発
会
し
た
大
日
本
職
業
指
導
協
会（
現
日
本
進
路
指

導
協
会
）で
は
、
四
年
間
に
わ
た
っ
て
理
事
長
を
務
め
、
個
性
尊
重

の
考
え
に
も
と
づ
く
職
業
指
導
の
普
及
に
尽
力
し
た
。
指
導
協
会
の

理
念
目
的
は
、
文
部
省
や
内
務
省
か
ら
の
統
制
に
よ
っ
て
徐
々
に
変

化
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
田
中
は
一
貫
し
て
職
業
指
導
を
普
及
し
実

績
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
教
育
は
人
の
た
め
の
教
育
で
あ
る
と
い
う

本
義
を
、
教
育
界
全
体
に
自
覚
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
説
き
つ
づ
け

た
。
こ
の
時
期
、
職
業
指
導
教
育
の
普
及
の
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
論
文

を
発
行
す
る
と
と
も
に
、日
本
全
国
を
精
力
的
に
講
演
し
て
廻
っ
た
。

昭
和
四
年
発
行
の「
小
学
校
に
於
け
る
職
業
指
導
」で
は
、
職
業
の
科

学
的
、
実
際
的
記
述
、
志
、
早
期
教
育
、
個
性
、
個
人
差
、
智
能
、

身
体
能
力
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
要
因
に
言
及
し
て
い
る
。

　

戦
後
、
昭
和
二
十
一
年
か
ら
二
十
五
年
ま
で
は
、
職
業
指
導
が
教

育
の
民
主
主
義
化
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
持
つ
と
し
て
再
び
理
事

長
を
務
め
て
い
る
。

　

一
方
、
昭
和
三
年
か
ら
十
一
年
に
か
け
て「
選
抜
考
査
法
」を
始
め

と
し
て
成
績
基
準
尺
度
を
作
成
し
、
教
育
測
定
、
評
価
に
直
接
役
立

つ
科
学
的
用
具
を
提
供
し
た
。
明
治
、
大
正
時
代
か
ら
、
進
学
者
は

増
え
続
け
て
お
り
、
上
級
学
校
数
は
不
足
し
て
い
た
。
既
に
準
備
教

育
の
弊
害
な
ど
、
受
験
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て
い
た

の
で
あ
る
。
田
中
は
メ
ン
タ
ル
テ
ス
ト
で
こ
そ
素
質
が
分
か
る
と
主

張
、教
育
の
存
在
価
値
を
主
張
す
る
教
育
学
者
と
論
争
を
し
て
い
た
。

講
師
を
務
め
て
い
た
日
本
大
学
予
科
で
は
大
正
十
四
年
度
か
ら
入
試

を
廃
し
て
メ
ン
タ
ル
テ
ス
ト
を
実
施
、
試
験
委
員
と
し
て
練
習
の
方

法
や
効
果
、
能
率
を
測
定
し
て
い
た
。
ま
た
、
府
立
五
中
で
も
テ
ス

ト
改
革
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
教
育
評
価
を
科
学
的

な
も
の
に
す
る
先
駆
的
、
独
創
的
な
試
み
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
十
年
、
田
中
は
東
京
文
理
科
大
学
に
教
育
相
談
部
を
開
設
し
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田
中
寛
一
は
常
に
教
育
の
研
究
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
教
育
に
関

わ
る
事
業
の
実
践
者
で
も
あ
っ
た
。

　

師
範
学
校
以
外
で
の
最
初
の
教
育
経
験
は
、
大
正
五
年
、
東
京
帝

大
の
大
学
院
生
と
し
て
精
神
作
動
の
研
究
を
し
て
い
る
頃
で
あ
る
。

ベ
ラ
・
ア
ル
ウ
ィ
ン（
有
院
遍
良
）が
、
玉
成
保
姆
養
成
所（
現
玉
成

保
育
専
門
学
校
）と
幼
稚
園
を
開
設
し
た
時
、「
最
良
の
教
育
は
最
良

の
教
師
に
あ
り
」と
い
う
ア
ル
ウ
ィ
ン
の
考
え
の
も
と
、
松
本
が「
心

理
学
」、
田
中
が「
児
童
心
理
」を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
十
数

名
の
生
徒
は
語
り
か
け
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
真
面
目
な
顔
で
冗
談

を
交
え
る
講
義
に
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
聞
き
入
っ
た
と
い
う
。

　

昭
和
三
年
か
ら
三
年
間
は
、
東
京
高
師
附
属
中
学
の
主
事
を
務
め

た
。「
無
駄
口
は
き
く
な
」「
口
は
一
文
字
に
結
べ
」と
言
わ
れ
た
思

い
出
を
語
る
卒
業
生
は
、
威
厳
と
一
人
ひ
と
り
に
気
を
配
る
温
か
味

の
あ
る
姿
を
忘
れ
な
い
と
い
う
。

　

更
に
昭
和
九
年
か
ら
は
、
自
立
し
た
女
性
を
育
成
す
る
た
め
に
明

治
四
十
二
年
設
立
さ
れ
た
帝
国
女
子
専
門
学
校（
現
相
模
女
子
大
学
）

の
学
監
を
、
二
十
年
の
戦
災
に
よ
っ
て
閉
鎖
さ
れ
る
ま
で
務
め
た
。

　

戦
後
の
一
時
期
に
は
短
期
間
、
玉
川
大
学
の
学
長
を
務
め
た
が
、

昭
和
四
年
玉
川
学
園
が
誕
生
し
た
際
に
は
創
立
者
小
原
国
芳
に
請
わ

れ
て
初
代
学
園
長
も
引
き
受
け
た
。
日
本
大
学
で
は
、
英
語
を
担
当

す
る
兼
任
講
師
時
代
か
ら
心
理
学
研
究
室
、
実
験
室
の
開
設
に
尽
力

し
、
東
京
文
理
科
大
学
定
年
後
は
教
授
と
な
っ
た
。

部
長
と
し
て
、
多
く
の
教
育
心
理
学
、
児
童
心
理
学
の
実
践
者
、
研

究
者
を
育
て
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
の
実
践
お
よ
び
朝
日
新
聞
紙

上
で
の
教
育
相
談
事
例
を
も
と
に
、
昭
和
一
四
年
、「
愛
児
の
教
育

相
談
」、
昭
和
一
七
年
に
は「
愛
児
の
導
き
方
」を
出
版
す
る
。
後
者

で
は
個
性
や
民
主
的
な
考
え
が
否
定
さ
れ
た
国
民
学
校
に
お
け
る
教

育
の
変
化
に
つ
い
て
も
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

　

昭
和
十
一
年（
一
九
三
六
）に
は「
田
中
Ｂ
式
知
能
検
査
」を
完
成
さ

せ
た
。
Ｂ
式
と
は
言
語
の
影
響
を
排
除
す
る
た
め
、
数
字
、
図
形
、

符
号
か
ら
成
り
立
つ
検
査
で
あ
り
、
諸
民
族
の
智
能
を
比
較
す
る
こ

と
が
出
来
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
テ
ス
ト
を
用
い
て
昭
和
十
一
年
か

ら
十
四
年
に
か
け
、
台
湾
、
朝
鮮
、
中
国
を
廻
り「
東
洋
諸
民
族
の

知
能
に
関
す
る
研
究
」を
東
京
文
理
科
大
学
の
紀
要
に
連
載
す
る
。

さ
ら
に
昭
和
十
二
年
か
ら
一
三
年
に
か
け
、ア
メ
リ
カ
の
ホ
ノ
ル
ル
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
お
い
て
児
童
の
智
能
調
査

を
行
い
、
昭
和
十
六
年「
ア
メ
リ
カ
三
都
市
に
お
け
る
諸
民
族
の
知

能
に
関
す
る
研
究
」を
文
理
大
紀
要
に
発
表
す
る
と
と
も
に
、「
日
本

の
人
的
資
源
」を
刊
行
す
る
の
で
あ
る
。智
能
を
は
じ
め
身
長
、座
高
、

肺
活
量
、
気
質
精
神
、
出
生
、
死
亡
と
い
っ
た
広
範
な
デ
ー
タ
を
も

と
に
、
日
本
民
族
の
優
秀
性
、
特
異
性
を
明
ら
か
に
し
、「
日
本
民

族
の
遠
大
な
理
想
の
実
現
は
不
可
能
で
は
な
い
」と
、
日
本
民
族
の

将
来
と
同
様
、
日
本
民
族
の
優
秀
性
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
そ
の
責

務
は
高
い
文
明
を
築
く
こ
と
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
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戦
後
の
厳
し
い
状
況
で
も
、
東
京
高
師
や
文
理
科
大
学
等
の
同
窓

会
組
織「
茗
渓
会
」理
事
長
を
務
め
、
組
織
統
合
を
進
め
る
な
ど
、
常

に
ま
と
め
役
を
引
き
受
け
る
の
で
あ
る
。

　

田
中
寛
一
が
、
自
ら
の
信
条
を「
志
は
正
高
に
、
行
は
精
確
に
」と

言
い
表
し
て
い
る
よ
う
に
、
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
や
フ
レ
ー
ベ
ル
の
教

育
を
日
本
で
実
現
し
よ
う
と
し
た
ベ
ラ
・
ア
ル
ウ
ィ
ン
の
玉
成
保
姆

養
成
所
、
明
治
期
か
ら
女
子
の
高
等
教
育
を
目
指
し
た
帝
国
女
子
専

門
学
校
、
青
年
子
女
の
社
会
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
社
会
教
育

協
会
と
、
い
ず
れ
も
高
い
理
想
を
追
っ
て
地
道
に
努
力
し
て
い
る
姿

に
共
感
し「
金
儲
け
を
し
な
い
学
校
だ
か
ら
努
力
す
る
の
だ
」と
惜
し

ま
ぬ
協
力
を
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

小
松
謙
助（
社
会
教
育
協
会
創
設
者
）は
、
田
中
寛
一
を「
重
厚
で
、

し
か
し
窮
屈
な
感
じ
は
み
じ
ん
も
な
い
。
い
つ
も
微
笑
を
湛
え
て
、

物
静
か
に
諄
々
と
語
る
と
こ
ろ
、
聴
く
人
の
耳
を
自
然
に
傾
け
さ
せ

る
魅
力
が
あ
る
」と
評
し
て
い
る
。
こ
の
人
物
評
は
多
く
の
人
が
共

有
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
東
京
高
師
時
代
に
テ
ニ
ス
部
の
キ
ャ
プ

テ
ン
と
し
て
、
小
泉
信
三
の
慶
応
や
、
早
稲
田
、
東
京
商
高
と
戦
っ

た
経
歴
を
持
つ
頑
健
な
体
躯
は
何
も
の
に
も
動
じ
ず
、
そ
れ
で
い
て

柔
和
で
優
し
い
物
の
言
い
よ
う
が
、
独
特
の
風
格
を
感
じ
さ
せ
た
と

い
う
。

　

昭
和
二
十
二
年
、「
田
中
ビ
ネ
ー
式
智
能
検
査
法
」を
刊
行
す
る
、

こ
れ
は
昭
和
十
三
年
か
ら
五
年
間
を
掛
け
て
標
準
化
し
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、戦
局
の
厳
し
い
時
期
に
は
刊
行
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

田
中
寛
一
は
、
昭
和
二
十
三
年
、
茂
木
茂
吉（
元
日
本
文
化
科
学

社
々
長
）ら
と
と
も
に
日
本
教
材
研
究
所
を
作
り
、
新
し
い
テ
ス
ト

の
標
準
化
や
講
習
会
な
ど
を
陣
頭
指
揮
し
た
。
田
中
教
育
研
究
所
は

昭
和
三
十
四
年
財
団
法
人
と
な
っ
て
各
種
の
テ
ス
ト
や
出
版
物
を
作

成
販
売
す
る
と
と
も
に
講
習
会
を
開
き
、
今
も
田
中
寛
一
の
遺
志
を

継
い
で
各
種
の
テ
ス
ト
を
研
究
開
発
し
、
心
理
測
定
の
普
及
を
図
っ

て
い
る
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

寛
一
は
、
日
本
全
国
を
飛
び
回
る
仕
事
の
合
間
に
も
、
一
六
歳
上

の
長
兄
尾
崎
巳
之
吉
を
度
々
訪
れ
て
い
る
。
巳
之
吉
の
末
娘
、
戸
田

金
子
は
そ
の
当
時
を
良
く
覚
え
て
い
る
。
遅
く
な
っ
て
も
暗
い
夜
道

を
ま
む
し
よ
け
に
と
、
靴
の
上
に
靴
下
を
履
い
て
近
所
廻
り
を
済
ま

せ
、
好
物
の
赤
飯
を
食
べ
、
遅
く
ま
で
地
酒
を
飲
み
な
が
ら
兄
と
弟

の
会
話
は
尽
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
京
都
、
東
京
で
の
学
生
時
代
は

兄
も
心
配
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
東
京
で
活
躍
す
る
頃
に
は
、
金

子
は
玉
成
保
姆
養
成
所
に
入
学
し
叔
父
の
自
宅
か
ら
通
っ
た
。
仕
事

に
出
か
け
る
と
き
に
は
、
玄
関
先
で
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
の
掛
け
方
を

教
え
、
週
末
、
訪
問
客
を
避
け
て
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
あ
る
鎌
倉
の
別

荘
に
籠
も
る
と
き
に
は
、
竈
の
火
の
付
け
方
も
教
え
て
く
れ
た
と

い
う
。

　

田
中
寛
一
の
日
本
民
族
へ
の
思
い
に
は
、
両
親
、
兄
弟
を
は
じ
め
、
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多
く
の
人
々
の
愛
情
、
ふ
る
さ
と
が
培
っ
た
人
間
へ
の
信
頼
が
根
底

に
あ
る
。
石
相
小
学
校
に
あ
る
顕
彰
碑
に
は
、
小
学
校
で
の
学
校
嫌

い
を
優
し
く
諭
し
て
く
れ
た
山
本
先
生
の
息
子
、
書
家
の
山
本
蕃
の

文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
生
涯
に
わ
た
っ
て
現
役
と
し
て
、
研
究
と

教
育
、
ま
た
個
人
の
生
活
で
発
揮
し
た
忠
実
な
仕
事
ぶ
り
と
、
人
の

敬
慕
を
集
め
る
人
柄
は
、
郷
土
の
人
々
の
温
か
い
愛
情
に
よ
っ
て
育

ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　

西
大
寺
に
今
も
残
る
田
中
家
の
屋
敷
は
、
大
正
の
半
ば
頃
か
ら
野

村
商
店
金
岡
家
が
所
有
し
て
い
る
。白
壁
の
蔵
の
屋
根
の
鬼
瓦
に
は
、

今
も
丸
の
中
に
田
の
文
字
が
見
え
る
。
毎
年
手
が
入
れ
ら
れ
昔
の
ま

ま
の
美
し
さ
を
保
っ
て
い
る
。
西
大
寺
の
人
々
が
田
中
寛
一
に
抱
く

敬
愛
の
気
持
ち
が
伝
わ
り
心
が
温
ま
る
思
い
で
あ
っ
た
。

　

田
中
寛
一
の
姪
、
戸
田
金
子
さ
ん
美
恵
さ
ん
親
子
、
親
戚
の
方
々
、

赤
磐
市
山
陽
郷
土
資
料
館
か
ら
資
料
の
提
供
と
お
話
し
を
伺
い
ま
し

た
。
ま
た
田
中
教
育
研
究
所
か
ら
は
先
生
の
肖
像
写
真
と
資
料
を
提

供
し
て
頂
き
ま
し
た
。
感
謝
い
た
し
ま
す
。

Intelligence of Chinese and Japanese children.　Sandiford, P.; Kerr, R.
　　Journal of Educational Psychology. Vol 17(6), 1926
田中寛一『日本民族の将来』培風館、1926年
田中寛一『教育的測定学』松邑三松堂、1926年
田中寛一『小学校に於ける職業指導』藤井書店、1929年
田中寛一『教育的統計法』改訂5版、松邑三松堂、1937年
田中寛一『日本の人的資源』蛍雪書院、1941年
田中寛一『良い子の育て方「児童の性格教育」』社会教育協会〈婦人講座 第140篇〉、1941年
伊藤祐時『田中博士とわが国学校職業指導の発達』田中寛一博士古稀記念論文集・教育心理学の諸

問題、日本文化科学社、1952年
田中寛一『ペスタロッチ』日本文化科学社、1954年
田中寛一『〈随想〉小学校時代の思い出』児童心理、金子書房、1958年

『記念誌』田中寛一先生感謝の会、1960年
小松謙助『壽福二題　田中寛一博士と吉岡弥生女史』国民610号、社会教育協会、1962年

『田中寛一先生記念誌』田中教育研究所、1963年
『日本の心理学』日本の心理学刊行委員会編、日本文化科学社、1982年

〔参考文献〕

地域と教育●第17号 60


